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パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
元
西
荻
窪
診
療

所
所
長
の
湯
浅
謙
医
師（
８６
）

と
中
野
駅
南
口
駅
前
商
店
会

会
長
の
平
塚
光
雄
さ
ん（
７６
）

が
、
な
ま
な
ま
し
い
戦
争
体

験
を
語
り
ま
し
た
。
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軍
医
と
し
て
中
国
に
い
た

私
は
、「
手
術
演
習
」
と
い

う
名
の
生
体
解
剖
を
七
回
、

一
四
人
に
行
い
ま
し
た
。
一

回
目
は
嫌
々
、
二
回
目
は
平

気
に
な
っ
て
、
三
回
目
か
ら

は
自
分
か
ら
す
す
ん
で
や
り

ま
し
た
。
皇
国
史
観
、
他
民

族
蔑
視
の
思
想
が
う
え
つ
け

ら
れ
て
い
た
当
時
の
私
に

は
、
罪
悪
感
も
そ
れ
ほ
ど
の

葛
藤
も
な
か
っ
た

ん
で
す
。
そ
こ
に

い
た
医
師
や
看
護

婦
は
み
ん
な
ニ
コ

ニ
コ
し
て
談
笑
し

て
い
ま
し
た
。

生
体
解
剖
の
最

大
の
目
的
は
、
日

本
軍
に
と
っ
て
実

戦
で
役
に
立
つ
医

師
を
速
成
す
る
こ
と
で
し

た
。「
手
術
演
習
」
は
、
罪

の
な
い
中
国
人
に
麻
酔
を
か

け
、
虫
垂
の
摘
出
、
腕
の
切

断
、
そ
し
て
腹
を
切
り
裂
い

て
腸
の
切
除
と
吻
合
な
ど
を

医
師
た
ち
が
手
分
け
し
て
行

う
の
で
す
。

私
の
頭
の
片
隅
に
は
、「
ど

う
し
て
も
消
せ
な
い
記
憶
」

「
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ

な
い
罪
の
記
憶
」
が
い
つ
も

あ
り
ま
す
。
一
生
を
か
け
て

そ
の
罪
に
た
い
す
る
責
任
を

は
た
す
つ
も
り
で
す
。
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私
は
一
九
四
二
年
、
一
五

歳
の
時
に
海
軍
に
志
願
し
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
ま
し

た
。
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
航

空
隊
の
基
地
で
特
攻
訓
練
中

に
終
戦
を
迎
え
、
シ
ベ
リ
ア

送
り
に
な
っ
た
の
は
一
八
歳

の
時
で
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
は
氷
点
下
四
〇

度
の
酷
寒
の
地
で
、
そ
こ
で

森
林
伐
採
作
業
な
ど
に
従
事

し
ま
し
た
。
食
糧
事
情
は
最

悪
で
、
一
日
三
〇
〇
グ
ラ
ム

の
パ
ン
と
塩
だ
け
の
ス
ー
プ

が
与
え
ら
れ
る
だ
け
。
カ
エ

ル
や
蛇
な
ど
生
き
て
い
る
物

は
み
ん
な
食
べ
た
し
、
大
き

な
松
の
実
を
焼
い
て
食
べ

て
、
命
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

弱
っ
た
兵
士
た
ち
は
つ
ぎ
つ

ぎ
と
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。

終
戦
後
、
旧
ソ
連
で
過
酷

な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
人
は

約
六
〇
万
人
。
そ
の
う
ち
、

六
万
人
が
飢
え
や
寒
さ
で
亡

く
な
っ
た
の
で
す
。

戦
後
、
南
方
で
連
合
軍
の

捕
虜
に
な
っ
た
軍
人
に
は
労

働
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
日

本
政
府
か
ら
労
賃
に
相
当
す

る
金
額
が
払
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者

に
は
何
の
補
償
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
い
ま
私
た
ち
は

国
会
で
の
立
法
化
、
謝
罪
と

補
償
を
求
め
て
運
動
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
水
禁
大
会
�
若
い

参
加
者
が
多
か
っ
た

こ
と
し
の
原
水
禁
世
界
大

会
に
は
、
健
友
会
と
東
医
研

か
ら
つ
ぎ
の
六
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

○
中
野
共
立
病
院

リ
ハ
ビ
リ
室

塚
本

拓
也

鈴
木
ゆ
か
り

２
階
看
護
師

浅
野

美
和

３
階
看
護
師

成
田

聡
子

○
西
荻
窪
診
療
所

医
療
事
務

大
越

哲
也

○
ち
ひ
ろ
薬
局

薬
剤
師

近
藤

か
よ

堀
之
内
妙
法
寺
の
山
門

ま
つ

日
蓮
を
祀
っ
た
こ
の
お
寺

は
、
江
戸
時
代
か
ら
「
厄
よ

け
の
お
そ
っ
さ
ま
」
と
呼
ば

れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
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健
友
会
友
の
会
の
「
第
二

回
平
和
の
旅
」
の
計
画
が
決

ま
り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
九
月
二
八
日

（
日
）
〜
二
九
日
（
月
）
の

二
日
間
、
鹿
児
島
県
の
知
覧

特
攻
基
地
跡
の
見
学
を
中
心

に
、
薩
摩
藩
の
城
下
町
・
桜

島
・
指
宿
温
泉
な
ど
を
楽
し

む
旅
に
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
空
港
か
ら
知
覧
に

向
か
う
約
二
時
間
の
バ
ス
の

中
で
は
、
高
倉
健
主
演
の
映

画
「
ホ
タ
ル
」
を
鑑
賞
し
、

知
覧
で
は
平
和
委
員
会
の
人

の
案
内
で
、
特
攻
平
和
会
館

や
当
時
の
残
さ
れ
た
物
を
見

学
し
、
話
を
聞
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

友
の
会
で
は
現
在
、
参
加

者
を
募
集
中
。
各
院
所
友
の

会
で
申
し
込
み
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
会
員
で
な
い
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

費
用
は
す
べ
て
込
み
で
四

万
六
〇
〇
〇
円
。
申
し
込
み

締
切
は
九
月
一
三
日
で
す
。

（
詳
し
く
は
２
面
を
ご
覧
下

さ
い
）

こ
の
六
月
、
中
野
民
主

商
工
会
の
会
長
に
就
任
。

そ
の
道
三
二
年
、
ベ
テ
ラ

ン
の
松
本
良
二
さ
ん
。

水
道
設
備
が
本
業
で
す

が
、
消
費
税
の
非
課
税
枠

一
千
万
円
、
簡
易
課
税
の

縮
小
問
題
な
ど
、
業
者
の

く
ら
し
を
守
る
運
動
の
話

に
な
る
と
止
ま
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た
た

か
い
人
間
関
係
を
地
域
の

中
で
つ
く
り
上
げ
て
い
き

た
い
、
と
熱
っ
ぽ
く
語
り

ま
す
。

大
の
釣
り
好
き
で
、
同

好
会
の
世
話
役
も
買
っ
て

出
る
ほ
ど
。
時
に
は
家
族

づ
れ
の
計
画
も
…
…
。

福
岡
県
大
牟
田
市
出
身

で
、
三
池
炭
鉱
の
闘
争
の

こ
ろ
、
実
家
が
全
国
か
ら

の
支
援
者
を
受
け
入
れ
て

い
て
、
い
つ
か
小
説
に
書

く
の
が
夢
だ
と
い
い
ま

す
。
（
編
集
部
・
小
川
京
子
）

こ
と
し
の
原

水
禁
世
界
大
会

へ
は
健
友
会
・

東
医
研
か
ら
六

人
の
青
年
職
員

が
、
多
く
の
職

員
や
友
の
会
員
の
カ
ン
パ

や
激
励
に
お
く
ら
れ
て
参

加
し
ま
し
た
▼
今
大
会
で

は
、
い
ま
ま
で
に
な
く
多

く
の
青
年
（
全
参
加
者
七

三
〇
〇
人
の
約
六
割
）
が

参
加
し
て
平
和
な
未
来
へ

の
確
信
を
与
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
六

人
の
青
年
た
ち
が
今
後
意

気
高
く
活
躍
し
、
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

▼
こ
の
一
年
間
の
原
爆
死

没
者
は
、
広
島
で
五
六
九

二
人
、
長
崎
で
二
六
九
二

人
。
累
計
で
は
広
島
二
三

万
一
九
〇
〇
人
、
長
崎
一

三
万
一
八
八
五
人
、
合
計

三
六
万
三
七
八
五
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
の
数
字
は

毎
年
増
え
て
い
き
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
方
の
無
念
さ

を
思
う
と
、
心
が
痛
み
ま

す
。
こ
れ
が
被
爆
国
日
本

と
戦
争
犠
牲
者
の
実
情
で

あ
り
、「
核
兵
器
廃
絶
」「
二

度
と
戦
争
を
起
こ
す
な
」

「
平
和
憲
法
を
守
れ
」
の

た
た
か
い
の
原
点
が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
▼
広
島
と
長

崎
の
市
長
は
、
ア
メ
リ
カ

の
核
戦
略
と
イ
ラ
ク
戦
争

を
痛
烈
に
批
判
し
、
日
本

政
府
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の

姿
勢
を
問
い
か
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
小
泉
首
相

は
こ
れ
に
は
こ
た
え
ず
、

国
民
を
あ
ざ
む
く
こ
と
し

か
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
爆
国
日
本
の
政
府
が
、

加
害
国
ア
メ
リ
カ
の
一
省

庁
の
よ
う
に
従
属
す
る
と

は
、
も
の
す
ご
い
矛
盾
で

す
。（
ふ
）
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あ
た
た
か
い
人
間
関
係
を
地
域
に

中
野
民
主
商
工
会
の
新
会
長

松
本
良
二
さ
ん
（
６７
）

第第
��
回回
平平
和和
のの
旅旅

は

特
攻
の
ま
ち
・
知
覧（
鹿
児
島
）に
健友会友の会
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健
友
会
が
�
・
２０
全
職
員
平
和
学
習
集
会

長崎の爆心地跡に立つ代表団

菅
井

亘
・
画

戦
争
体
験
を
語
る
湯
浅
医
師
（
右
）
と
平
塚
さ
ん
（
中
）
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特特
攻攻
基基
地地
平平
和和
会会
館館

格
納
庫
や
兵
舎
が
あ
っ
た

場
所
に
建
っ
て
い
ま
す
。
館

内
に
は
、
特
攻
兵
士
た
ち
の

遺
影
や
遺
書
、
遺
品
な
ど
四

〇
〇
点
の
ほ
か
、
戦
闘
機
も

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
近

に
は
隊
門
跡
や
給
水
塔
、
弾

薬
庫
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。三三

角角
兵兵
舎舎

特
攻
基
地
平
和
会
館
の
東

隣
り
あ
る
三
角
屋
根
の
兵
舎

は
、
当
時
の
三
角
兵
舎
を
復

元
し
た
も
の
で
す
。
特
攻
で

飛
び
立
つ
前
夜
、
兵
士
た
ち

は
、
こ
こ
で
酒
を
汲
み
交
わ

し
、
死
へ
の
決
意
を
固
め
て

い
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

平平
和和
観観
音音
堂堂

平
和
観
音
堂
は
、
旧
飛
行

場
の
片
隅
に
あ
っ
て
、
観
音

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
音
像
の
体
内
に
は
特
攻
兵

士
た
ち
の
名
前
を
記
し
た
巻

物
が
納
め
ら
れ
て
い
て
、
毎

年
五
月
三
日
の
平
和
憲
法
記

念
日
に
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。

特特
攻攻
銅銅
像像

大
空
を
仰
い
で
立
つ
若
い

兵
士
の
銅
像
は
、
平
和
の
守

護
神
と
し
て
「
と
こ
し
え

に
」
と
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。

母母
のの
像像

母
の
像
は
、「
母
と
と
も

に
と
こ
し
え
に
や
す
ら
か

に
」
の
願
い
を
こ
め
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

武武
家家
屋屋
敷敷
群群

知
覧
の
武
家
屋
敷
群
は
、

優
雅
な
山
の
姿
を
取
り
入
れ

て
麓
一
帯
を
庭
園
化
し
た
美

し
い
町
並
み
で
す
。
江
戸
時

代
中
期
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の

静
か
な
城
下
町
は
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

薩
摩
藩
は
、
領
地
を
外
城

と
呼
ぶ
一
一
三
の
地
区
武
家

集
落
に
分
け
、
武
士
を
分
散

さ
せ
て
統
治
し
ま
し
た
が
、

知
覧
の
武
家
屋
敷
群
も
そ
の

外
城
の
一
つ
で
す
。

せせ
んん
がが
くく
ええ
んん

仙仙
巌巌
園園（（
��
磯磯
庭庭
園園
））

薩
摩
藩
主
島
津
家
の
別
邸

と
し
て
鹿
児
島
市
内
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
広
さ
一
万

五
〇
〇
〇
坪
、
国
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
名
園
で

す
。
鉄
を
大
量
生
産
す
る
た

め
の
反
射
炉
跡
、
薩
摩
特
産

の
錫
を
使
っ
た
錫
門
、
琉
球

王
国
か
ら
贈
ら
れ
た
中
国
風

の
望
嶽
楼
、
二
匹
の
猫
を
祭

っ
た
猫
神
の
ほ
か
、
尚
古
集

成
館
に
は
幕
末
時
代
の
珍
し

い
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

城城
山山
公公
園園

鹿
児
島
市
に
あ
る
城
山
公

園
は
、
自
然
の
地
形
を
最
大

限
に
い
か
し
て
設
計
さ
れ
た

公
園
で
す
。
展
望
台
か
ら

は
、
鹿
児
島
市
街
地
や
桜
島

な
ど
が
一
望
で
き
ま
す
。

公
園
内
に
は
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
島
津
藩

主
か
ら
日
本
で
初
め
て
キ
リ

ス
ト
教
の
布
教
許
可
を
得
た

こ
と
を
記
念
す
る
、「
丸
に

十
」
の
島
津
家
の
紋
と
十
字

架
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ

ン
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

いい
ぶぶ
すす
きき

指指
宿宿
温温
泉泉

指
宿
温
泉
は
、
天
然
砂
蒸

し
風
呂
で
有
名
な
温
泉
で

す
。
泉
質
は
塩
化
物
泉
、
砂

浜
に
横
に
な
っ
て
身
体
に
砂

を
か
け
る
と
芯
ま
で
温
ま
っ

て
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
腰

痛
、
消
化
器
疾
患
な
ど
幅
広

い
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

□

こ
の
ほ
か
、
バ
ス
で
開
聞

岳
の
中
腹
ま
で
登
っ
た
り
、

長
崎
鼻
・
桜
島
な
ど
観
光
名

所
を
め
ぐ
り
ま
す
。
鹿
児
島

市
内
の
見
学
の
最
後
に
は
、

焼
酎「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
」の
工
場
へ
。

買
い
物
タ
イ
ム
の
の
ち
、
帰

路
に
つ
き
ま
す
。

鹿
児
島
県
知
覧
町
の
広

大
な
台
地
に
陸
軍
飛
行
場

が
完
成
し
た
の
は
一
九
四

一
年
（
昭
和
一
六
年
）、

第
二
次
世
界
大
戦
開
始
直

後
で
す
。
陸
軍
飛
行
学
校

知
覧
分
教
所
が
開
校
さ

れ
、
一
七
〜
一
八
歳
の
少

年
飛
行
兵
や
学
徒
出
陣
の

見
習
士
官
た
ち
が
訓
練
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
敗
戦
の
色
が

濃
く
な
る
と
、
陸
軍
は
世

界
に
類
を
み
な
い
特
攻

（
特
別
攻
撃
）
作
戦
を
立

て
、
教
育
の
場
を
作
戦
の

場
に
変
更
し
た
の
で
す
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二

〇
年
）
四
月
、
つ
い
に
米

軍
が
沖
縄
に
上
陸
。
戦
局

は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
本
土
決
戦
に

備
え
て
知
覧
は
特
攻
基
地

の
中
核
と
さ
れ
、
各
地
か

ら
特
攻
隊
が
結
集
し
て
、

沖
縄
へ
と
飛
び
立
っ
て
行

っ
た
の
で
す
。
二
〇
歳
前

後
の
一
〇
三
六
人
も
の
若

い
命
が
、
海
の
藻
屑
と
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

参
加
申
込
み
は

９
月
１３
日
ま
で

に
各
友
の
会
へ

六
月
四
日
の
友
の
会
総

会
で
新
し
く
会
長
に
選
出

さ
れ
た
小
池
で
す
。

前
会
長
の
飯
島
登
さ
ん

は
、
終
戦
直
後
か
ら
中
野

区
の
民
主
化
の
た
め
に
献

身
的
に
活
動
さ
れ
て
き
た

方
で
、
中
野
の
民
主
的
医

療
機
関
発
展
の
功
労
者
で

あ
り
、
友
の
会
活
動
の
功

労
者
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
あ
と
を
受
け
継
ぐ

の
は
、
率
直
な
と
こ
ろ
重

荷
で
す
。
し
か
し
、
会
長

を
引
き
受
け
た
か
ら
に

は
、
自
民
党
小
泉
内
閣
の

医
療
破
壊
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
、
お
年
寄
り
や
ま
じ

め
に
働
く
人
た
ち
が
安
心

し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
全
力
を
尽

く
さ
な
け
れ
ば
、
と
覚
悟

し
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
、
健

友
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

どどどどどどどどどどどど
ここここここここここここ
のののののののののののの
旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅
行行行行行行行行行行行行
にににににににににににに
もももももももももももも
参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加
でででででででででででで
きききききききききききき
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

健
友
会
友
の
会
の
会
員
は
ど
こ
の
旅
行
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
や
、
参
加
申
し
込
み
を
さ
れ
た
い
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
友
の
会
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

�
知
覧
特
攻
基
地
�の
歴
史

飯
島
�
の
功
績
を
受
け
つ
ぎ

健
友
会
友
の
会

新
会
長

小
池
賢
次
郎

各友の会秋の旅行一覧
電電話話番番号号

３３８６―９１３９

３３８７―３４２４

３３７２―４４３８

３３８１―５１０５

３３３９―５６４０

３３６９―０９００

計画なし

計画なし

３３９８―０７２３

３３８７―５８８８

申申込込先先

共立友の会

江古田沼袋
診療所

川島診療所

城西診療所

やまと診療
所

桜山診療所

桃井診療所

健友会友の
会

費費用用

３７，５００

３５，０００

２３，０００

未定

４６，０００

見見どどこころろ

紅葉、露天
風呂、眺望

わさび園、
自然園、お
座敷風呂

恵林寺、温
泉、ワイン

映画「ホタ
ル」鑑賞、
平和委員会
の案内、砂
風呂

宿宿泊泊先先

信州松代ロ
イヤルホテ
ル

遠刈田ホテ
ル

蓼科温泉ホ
テル親湯

指宿海上ホ
テル

行行きき先先

長野県／小布
施、松代、黒姫
高原

宮城県／遠刈
田温泉、平泉

長野県／蓼科
温泉、ちひろ
美術館

山梨県／塩山

鹿児島県／知
覧（特攻平和
会館・武家屋
敷）、桜島、鹿
児島市内

日日 程程

１０月１３日�、
１４日�、１５日�

１０月２８日�、
２９日�、３０日�

１１月中旬に１泊
旅行を計画中

１０月２４日�、
２５日�

９月中旬ころ決
まります

１１月１３日�、１４
日�の予定

１１月１９日�

９月２８日�、２９日�

友友のの会会名名

共共立立友友のの会会

沼沼診診友友のの会会

かかわわししんん友友のの会会

城城診診友友のの会会

ややままとと診診友友のの会会

桜桜山山友友のの会会

西西荻荻診診友友のの会会

天天沼沼診診友友のの会会

桃桃井井診診友友のの会会

健健友友会会友友のの会会

離陸直前、小犬とたわむれる
兵士たちの写真が…

「
特
攻
基
地
平
和
会
館
」�
こ
こ

に
兵
士
た
ち
の
遺
影
・
遺
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る

（２）第 １８ 号健 友 （けんゆう）２００３年９月１０日
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�
や
ま
と
診
療
所

健
友
会
の
病
院
・
診
療
所

・
事
業
所
が
加
盟
し
て
い
る

全
日
本
民
医
連
（
�
全
日
本

民
主
医
療
機
関
連
合
会
）

は
、
こ
と
し
、
創
立
五
〇
年

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
民
医
連
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
患
者
さ
ん

や
利
用
者
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
て
、
よ
り
よ
い
制
度
の
実

現
と
安
心
し
て
受
診
、
利
用

で
き
る
医
療
・
介
護
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
う

し
た
活
動
を
だ
れ
に
も
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
、
簡
潔
な

文
章
で
あ
ら
わ
そ
う
と
い
う

「
医
療
・
福
祉
宣
言
づ
く
り
」

の
運
動
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
東
京
で
は
半
数
以
上
の

病
院
・
診
療
所
・
事
業
所
が

す
で
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

健
友
会
で
は
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ま
た
東
医

研
で
は
各
薬
局
で
「
医
療
・

福
祉
宣
言
」
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
病
院
・
診
療
所

で
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
克
服

し
よ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
と

り
く
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
づ
く
り
は
、
職

員
一
人
一
人
が
そ
の
地
域
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、

ど
ん
な
医
療
・
介
護
活
動
が

し
た
い
の
か
、
め
ざ
す
の
か

を
繰
り
返
し
語
り
合
い
な
が

ら
つ
く
る
も
の
で
す
。

す
で
に
、
い
く
つ
か
の
院

所
・
事
業
所
で
は
具
体
的
な

と
り
く
み
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。
桜
山
診
療
所
で
は
、

八
月
二
〇
日
の
職
員
会
議
で

話
し
合
い
、
九
月
に
は
待
合

室
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

小
森
谷
事
務
長
は
、「
こ
の

討
議
を
力
に
し
て
下
半
期
を

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
中
野
在
宅
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
の
北
原
所
長
は
「
八

月
一
三
日
の
職
場
会
議
で
話

し
合
い
、
地
域
に
向
か
っ
て

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
宣
言

を
つ
く
り
ま
す
。
医
療
・
介

護
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
中

で
、
理
念
を
正
面
に
か
か
げ

て
実
践
す
る
き
っ
か
け
に
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

（
健
友
会
専
務
・
入
江

徹
）

最
近
、
桜
山
診
療
所
で
つ

ぎ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
例
が

起
こ
り
ま
し
た
。

高
血
圧
で
通
院
さ
れ
て
い

る
Ｍ
さ
ん
（
６０
歳
女
性
）。

い
つ
も
仕
事
に
追
わ
れ
、
診

療
所
に
来
た
と
き
も
、
診
察

も
含
め
一
五
分
足
ら
ず
で
帰

っ
て
い
か
れ
ま
す
。「
仕
事

が
忙
し
い
」「
時
間
が
な
い
」

と
、
月
一
回
の
通
院
も
中
断

し
が
ち
で
し
た
。
最
近
で
は

血
圧
は
高
め
で
安
定
し
て
い

た
も
の
の
、
激
し
い
頭
痛
が

頻
繁
に
あ
る
と
の
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
検
査
を
す
す
め

て
も
、「
仕
事
が
忙
し
い
、

時
間
が
な
い
」に
加
え
て「
支

払
い
が
高
い
」
を
理
由
に
断

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
朝
起
き
る
と
「
頭
が

痛
い
、
首
が
痛
い
、
手
足
が

し
び
れ
る
」
と
い
う
症
状
が

あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

は
疲
れ
か
ら
く
る
も
の
と
思

い
、
仕
事
を
続
け
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
仕
事
終

了
後
、
と
う
と
う
動
く
の
も

や
っ
と
に
な
り
、
病
院
に
行

く
と
右
半
身
麻
痺
、
構
音
障

害
が
認
め
ら
れ
、「
脳
梗
塞
」

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
約
三
カ
月
の
闘
病
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

す
。
現
在
も
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
こ

れ
か
ら
先
も
起
こ
り
得
る
も

の
で
す
。
こ
ん
な
時
私
た
ち

に
は
い
っ
た
い
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
？
�
真
剣
に
、

誠
実
に
考
え
て
、
社
会
保
障

制
度
を
よ
く
す
る
た
め
に
た

た
か
わ
な
く
て
は
と
強
く
思

い
ま
す
。

（
事
務
長
・
小
森
谷
真
澄
）

天
沼
診
療
所
で
は
、
今
年

度
の
医
療
方
針
で
あ
る
内
視

鏡
検
査
を
八
月
よ
り
は
じ
め

ま
し
た
。
検
査
は
予
約
制

で
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
、

竹
崎
所
長
が
行
な
い
ま
す
。

以
前
、
内
視
鏡
検
査
は
中

野
共
立
病
院
や
西
荻
窪
診
療

所
な
ど
へ
依
頼
し
、
患
者
さ

ん
に
遠
く
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
胃
の
調
子
が
悪
い

方
や
、
胃
潰
瘍
、
胃
癌
な
ど

が
気
に
な
る
方
は
、
安
心
し

て
診
療
所
で
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
け
ま
す
。
受
診
の
際

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
事
務
長
・
高
原
照
夫
）

中
野
共
立
診
療
所
で
は
七

月
一
六
日
〜
三
一
日
、「
患

者
様
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
二
〇

〇
〇
年
度
に
行
っ
て
か
ら
二

度
目
で
、
目
的
は
①
安
全
・

安
心
の
医
療
を
追
求
す
る
た

め
と
、
②
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
を
知
る
た
め
。
現
在
ま
で

五
〇
〇
人
の
方
に
回
答
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
分
析
・
検
討
を
し
ま
す
。

結
果
が
出
た
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
は
毎
年
定
期
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
事
務
長
・
荒
井

均
）

七
月
終
わ
り
こ
ろ
か
ら
、

や
ま
と
診
療
所
の
新
築
工
事

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

七
月
初
旬
に
は
職
員
と
友

の
会
役
員
の
懇
談
会
が
開
か

れ
、
安
藤
所
長
か
ら
「
新
診

療
所
建
設
と
こ
れ
か
ら
の
と

り
く
み
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
と
し
い
っ

ぱ
い
で
現
在
の
診
療
所
は
閉

鎖
し
、
二
〇
〇
四
年
一
月
一

日
付
で
新
診
療
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

新
し
い
診
療
所
の
開
設
に

と
も
な
い
、う
れ
し
い
反
面
、

新
た
な
課
題
も
顕
在
化
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
新
し
い

層
へ
の
働
き
か
け
、
薬
局
と

診
療
所
の
間
の
道
路
の
安
全

確
保
、
等
々
。「
健
友
」
手

配
り
の
た
め
、
会
員
の
地
図

落
と
し
を
し
て
み
て
見
え
て

き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
や

ま
と
診
友
の
会
会
長
・
山
口
恵
孔
）

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
減
免
制
度

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
、

三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の

間
、
介
護
保
険
料
や
老
人
医

療
費
等
の
改
定
も
あ
り
、
在

宅
で
の
療
養
生
活
に
も
大
き

な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
介
護
保
険
の
訪
問

介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
、
自
己

負
担
が
一
〇
％
（
一
割
）
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
六
％

に
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
「
身
体
介

護
」
を
月
四
回
、
一
時
間
ず

つ
受
け
る
と
す
る
と
、
一
〇

％
で
は
一
七
二
四
円
で
す

が
、
六
％
で
は
一
〇
三
五
円

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
脳
血
管
障
害
な
ど

の
特
定
疾
病
に
よ
り
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
四
〇
歳

か
ら
六
四
歳
ま
で
の
方
や
、

六
五
歳
に
な
る
前
一
年
間
に

障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
利

用
し
て
い
た
方
の
自
己
負
担

の
割
合
は
、
三
％
に
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
各
区
の
介
護
保

険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。（
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
っ
と
中
野
・
高
橋
由
美
子
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
の

利
用
料
は
６
％
に

ケ
ア
２４
西
荻
は
、
杉
並

区
内
に
一
五
カ
所
あ
る
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

一
つ
で
、
高
齢
の
方
が
生

活
に
不
自
由
を
感
じ
た
時

や
、
介
護
の
こ
と
で
困
っ

た
時
に
相
談
で
き
る
身
近

な
窓
口
で
す
。

職
員
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
二
人
、
看
護
師
一

人
、
介
護
福
祉
士
二
人
の

五
人
。
仕
事
は
福
祉
機
器

の
展
示
、
介
護
保
険
そ
の

他
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

相
談
や
申
請
の
受
付
な
ど

で
す
。
電
話
で
の
相
談
は

夜
間
・
日
祭
日
、
ま
た
年

末
年
始
も
二
四
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
開
始
後
は
都

の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
指
定
を
受
け
、「
西
荻

在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
、
西
荻
窪
診
療
所
と

合
わ
せ
て
六
人
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
で
認
定
調
査
の

ほ
か
、
地
域
の
要
介
護
状

態
の
方
お
よ
そ
二
〇
〇
人

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
西
荻
窪
診

療
所
と
同
じ
建
物
で
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

通
所
リ
ハ
ビ
リ
も
一
緒
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
や
診
療
所
の
外

来
・
往
診
患
者
さ
ん
の
情

報
が
共
有
し
や
す
い
こ
と

を
生
か
し
て
、
連
携
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

（
介
護
福
祉
士
・
河
野
千
代
子
）

ケ
ア
２４
西
荻の

巻電話相談は年中無休、
２４時間体制で

職
員
人
事

■
採
用

○
中
野
共
立
病
院

准
看
護
師

米
田

和
史

○
西
荻
南
訪
問
看
護
Ｓ
Ｔ

看
護
師

小
沢
み
ゆ
き

■
退
職

○
中
野
共
立
病
院

看
護
師

坂
口

恵
子

■
異
動

○
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
中
野
の
郷

看
護
師

佐
々
木
マ
リ
子

健健友友
会会

１９９４年６月にオープン
した「ケア２４西荻」。
西荻窪診療所の建物の
２階に事務所がある。

中
野
共
立
診
療
所
の
デ
イ
ケ
ア

「ケア２４」の室内で。男性は斉藤所長（左）だけ

第 １８ 号健 友 （けんゆう）２００３年９月１０日（３）
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日
本
舞
踊
で
老
化
防
止
？

西
荻
窪
診
療
所
友
の
会

井
ノ
口
ま
る
代

桜
山
通
所
リ
ハ
の「
あ

そ
ぶ
書
」

桜
山
診
療
所
デ
イ
ケ
ア
担
当

三
浦

麻
美

俳
句

昨
年
秋
か
ら
、
西
荻
窪
診

療
所
の
職
員
と
患
者
さ
ん
で

日
本
舞
踊
を
は
じ
め
ま
し

た
。
お
師
匠
さ
ん
は
、
西
荻

診
友
の
会
の
会
員
さ
ん
で
も

す
え

あ
る
立
野
季
子
さ
ん
。（「
健

友
」
二
〇
〇
二
年
七
月
号
の

「
話
題
の
人
」
で
紹
介
さ
れ

た
方
で
す
）

仕
事
を
し
て
い
る
と
、
お

稽
古
ご
と
を
続
け
る
の
は
な

か
な
か
困
難
で
す
が
、
幸
い

生
徒
の
都
合
に
合
わ
せ
て
月

二
回
出
稽
古
を
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
す
ぐ
に
は
じ
め
ら
れ
て

助
か
っ
て
い
ま
す
。

私
が
日
本
舞
踊
を
は
じ
め

た
の
は
、
運
動
不
足
解
消
と

老
化
防
止
、
そ
れ
に
ゆ
か
た

く
ら
い
は
自
分
で
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。
回
を
重
ね

て
、
い
ま
で
は
帯
も
結
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
踊
り

の
上
達
は
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
二
週
間
に
一
度
、
汗
を

か
き
な
が
ら
の
一
時
間
の
お

稽
古
は
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
で
き
て
、
と
て
も
さ

わ
や
か
な
気
分
で
す
。

こ
と
し
八
月
か
ら
は
友
の

会
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し

て
、
も
っ
と
多
く
の
会
員
さ

ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
運
動
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

☆

桜
山
診
療
所
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
で
、
綿
棒
や
丸
め
た
新

聞
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
、

ち
ま
た
に
あ
る
物
を
筆
に
し

て
自
由
に
字
を
創
作
す
る

「
あ
そ
ぶ
書
」
の
作
品
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
材
料
は
、
な
ん
と
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
。

書
道
だ
と
上
手
・
下
手
が

誰
に
で
も
わ
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、「
あ
そ
ぶ
書
」
の

場
合
、
す
べ
て
が
独
創
的
で

楽
し
く
、ど
ん
な
文
字
も「
下

手
っ
ぴ
ー
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
遊
び
心
で
書

け
ば
い
い
の
で
す
。
道
具
も

綿
棒
な
ど
筆
に
比
べ
て
軽

く
、
麻
痺
の
あ
る
方
で
も
容

易
に
持
つ
こ
と
が
で
き
、「
ふ

や
ふ
や
」
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
文
字
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
麻
痺
が
あ
る
か
ら
下
手
な

字
し
か
書
け
な
い
。
字
な
ん

か
書
か
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
方
が
、「
こ
れ
な
ら
」
と

挑
戦
し
、
先
生
や
み
な
さ
ん

に
「
面
白
い
字
だ
ね
え
、
格

好
い
い
よ
」
と
ほ
め
ら
れ
、

「
病
気
し
て
は
じ
め
て
字
を

ほ
め
ら
れ
た
」
と
大
喜
び
し

て
い
ま
す
。

字
を
書
か
な
く
て
も
生
き

て
い
け
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
字
を
上
手
に
書
く
こ
と

で
は
な
く
、
自
分
へ
の
誇
り

を
取
り
戻
す
こ
と
。「
リ
ハ

ビ
リ
」
の
本
来
の
語
源
、
権

利
の
復
活
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
い
か
に
そ
の
気
力
を
引

き
出
す
か
？
�
ヒ
ン
ト
探
し

は
重
要
な
仕
事
で
す
。
小
規

模
な
ら
で
は
の
「
一
人
一
人

を
十
分
に
観
察
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
作
業
を
通
し
て
、
最

良
の
リ
ハ
ビ
リ
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま

す
。

〔
訂
正
と
お
詫
び
〕

七
月
号
の
「
健
友
」
で
、

な
ご
み
薬
局
・
平
林
政
子
さ

ん
の
原
稿
中
、「（
な
ご
み
薬

局
は
）
東
医
研
八
番
目
の
薬

局
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

し
た
が
、「
東
医
研
九
番
目

の
薬
局
」
の
ま
ち
が
い
で
し

た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

（
編
集
部
）

「
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
江
古
田
沼
袋
診
療
所

の
患
者
だ
っ
た
の
よ
」
と

話
す
中
根
あ
つ
子
医
師

（
５８
）。
亡
く
な
っ
た
父

親
が
民
医
連
の
医
師
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
民
医
連

へ
の
思
い
は
と
て
も
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
九
七
〇
年
新
潟
大
学

を
卒
業
、
六
年
後
に
中
野

共
立
病
院
へ
。
医
師
生
活

の
最
初
の
一
〇
年
は
小
児

科
、
そ
の
後
内
科
へ
う
つ

り
ま
し
た
。
八
九
年
、
病

院
に
地
域
医
療
科
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
は
、
科
長
と

し
て
在
宅
療
養
へ
の
要
望

に
こ
た
え
て
奮
闘
。
九
一

年
か
ら
城
西
診
療
所
の
所

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

中
根
医
師
は
、
た
い
へ

ん
な
勉
強
家
で
努
力
家
で

す
。
診
療
所
の
所
長
を
し

な
が
ら
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア
学
会
の
認
定
医
と
な

り
、
ま
た
産
業
医
の
資
格

も
取
得
、
現
在
は
漢
方
薬

の
勉
強
会
に
週
二
回
参
加

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

友
の
会
活
動
に
も
熱
心

で
、
非
常
に
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
城
診

友
の
会
の
絵
手
紙
サ
ー
ク

ル
が
六
五
歳
以
上
の
患
者

さ
ん
の
誕
生
日
に
絵
手
紙

を
贈
る
活
動
は
、
中
根
医

師
の
発
案
だ
っ
た
と
か
。

「
友
の
会
の
人
た
ち
は
私

の
家
族
み
た
い
な
の
」

と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に

笑
い
ま
す
。
そ
の
笑
顔
を

見
て
い
る
と
、
二
年
前
、

オ
ー
ト
バ
イ
事
故
で
最
愛

の
息
子
を
亡
く
し
た
中
根

医
師
が
、
よ
う
や
く
悲
し

み
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の

か
と
、ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

中
根
医
師
は
と
て
も
多

趣
味
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
ひ

き
、
四
年
前
か
ら
は
パ
ソ

コ
ン
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
に
は
よ
く

映
画
を
見
に
行
き
ま
す
。

海
外
旅
行
に
行
く
時
間
が

と
れ
な
い
の
が
最
大
の
悩

み
だ
そ
う
で
す
。

（
編
集
部
・
鈴
木
加
代
子
）

走れ� 訪問看護師

江
戸
市
中
に
飲
料
水
が
引

か
れ
て
便
利
に
な
っ
た
も
の

の
、
地
元
の
農
民
に
と
っ
て

そ
の
水
は
自
由
に
は
使
え

ず
、
さ
ら
に
御
上
水
役
と
い

う
見
回
り
な
ど
の
労
働
課
役

を
負
わ
さ
れ
た
り
、
酔
っ
て

落
ち
る
人
や
投
身
自
殺
者
も

あ
っ
た
り
し
た
の
で
、「
や

っ
か
い
川
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
霊
を
慰
め
る
た
め
の

石
碑
が
上
水
路
岸
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
一
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
で
、「
水
難
者
慰

霊
碑
」と
彫
っ
て
あ
り
ま
す
。

石
碑
は
、
も
う
一
カ
所
あ

り
ま
す
。
場
所
は
杉
並
区
か

ら
三
鷹
市
へ
約
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
入
っ
た
井
の
頭
公
園
内

の
上
水
路
べ
り
。そ
こ
に「
松

本
訓
導
殉
難
碑
」
が
建
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
大
正

八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
千

代
田
区
・
永
田
小
学
校
の
遠

足
で
上
水
に
落
ち
た
生
徒
を

救
お
う
と
飛
び
込
ん
だ
三
三

歳
の
教
師
が
急
流
に
の
ま
れ

て
殉
職
し
ま
し
た
が
、
こ
の

話
が
世
の
中
に
感
動
を
与
え

た
こ
と
を
顕
彰
し
て
、
大
正

九
年
一
一
月
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。
碑
は
二
メ
ー
ト

ル
以
上
の
高
さ
で
め
だ
つ
の

で
す
が
、
人
気
の
少
な
い
場

所
の
せ
い
か
、
気
づ
く
人
は

ま
れ
で
す
。

こ
と
し
七
月
二
〇
日
に

「
玉
川
上
水
の
歴
史
と
自
然

を
考
え
る
会
実
行
委
員
会
」

主
催
で
、「
玉
川
上
水
よ
、

い
つ
ま
で
も
」
と
題
す
る
第

三
回
目
の
つ
ど
い
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
で

は
、
文
化
審
議
会
が
玉
川
上

水
を
文
化
財
保
護
法
の
史
跡

と
し
て
指
定
す
る
よ
う
五
月

一
六
日
に
答
申
し
た
こ
と
の

報
告
と
、
こ
の
答
申
が
な
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上

水
の
両
側
に
六
〇
メ
ー
ト
ル

幅
の
自
動
車
道
で
あ
る
放
射

五
号
線
を
建
設
し
よ
う
と
す

る
都
の
計
画
に
た
い
し
て
、

文
化
財
保
護
法
を
し
っ
か
り

守
る
こ
と
を
要
求
す
る
決
議

を
採
択
し
ま
し
た
。

約
五
〇
名
の
参
加
者
の
中

に
は
、
上
水
に
生
え
る
一
木

一
草
に
至
る
ま
で
記
憶
し
て

い
る
会
員
や
、
上
水
を
た
た

え
る
詩
を
作
ら
れ
た
方
も
い

ら
し
て
、
こ
こ
に
住
む
人
た

ち
の
玉
川
上
水
へ
の
愛
着
の

深
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

⑤

城
西
診
療
所
友
の
会米

山
あ
つ
子

小
さ
き
手
と
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
や
秋
の
空

虫
し
げ
し
寡
黙
な
母
と
な
り
て
居
し

「
健
友
」
発
刊
か
ら
今
号
（
１８

号
）
ま
で
、
三
年
間
編
集
長
を

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
九
月
末
で
任
期
を
終
わ

り
、
全
日
本
民
医
連
に
戻
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
こ
れ
ま
で
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
、
い
く
つ
も

の
で
き
ご
と
に
遭
遇
し
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
民
医
連
方
針
の
正
し
さ

と
、
そ
れ
を
血
肉
と
し
て
身
に

つ
け
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
万
感
の
思

い
を
込
め
て
、
お
別
れ
し
ま

す
。

（
末
廣
照
子
）

玉
川
上
水
（
続
）

西
荻
窪
診
療
所
友
の
会

安
斎

登

小児科医から地域医
療のエキスパートへ

中根あつ子医師城西診療所
所 長

季節の花々が咲き乱れる
玉川上水べり。秋には彼
岸花が…
（写真提供＝八代康子さん）

第１４回

（４）第 １８ 号健 友 （けんゆう）２００３年９月１０日


